
令和３年 1２月３０日 

Poco a poco …     

             ２０２２ Team “進化” を止めるな‼ 

“経験と継続”は力となる‼ 

２０２１年 片倉高校サッカー部一年間のスケジュールが無事に終了‼  

保護者の皆様、今年も大変お世話になりました !! 感謝 感謝 感謝 

早いもので、片倉高校サッカー部は、25日よりスタートした『片倉 football carnival』最終

日の大成高校と東京成徳高校とのゲームを持ちまして 2021年の活動を無事に終了いたしました。 

思い起こせば新年早々に新型コロナウィルスの感染拡大防止のため緊急事態宣言が発令され三

月中旬までチーム全体での活動ができず、再開後も部活動には制限が掛けられて苦しい日々を過

ごしました。東京オリンピック・パラリンピックは開催するものの、なぜか二年連続で夏季合宿

は中止。楽しみにされていた公式戦も無観客試合の中で行われ、子どもたちの雄姿を見ることが

できずに保護者の方々は無念のことだったと思います。10月頃から、感染者数の減少に伴い、少

しずつですが生活も以前のスタイルに戻りつつありますが、12月にオミクロン株の出現によりま

だまだ心配の種は消えません。2022年は感染者数が拡大しないことを祈ります。 

冬の恒例行事 “片倉 football carnival” 第一弾が終了‼          

12月 25日～30日まで、サッカー部冬の恒例行事である

『片倉 football carnival』が、最初の二日間は川崎カッ

プと兼ねてフェスティバル形式でＴＲＭを一日中行いまし

た。今年で二回目となります。参加校は、国学院久我山、

国士館、大成、東京成徳、日本学園、明星学園（以上東

京）、生田、橘、川崎北、相模原（以上神奈川）です。ジ

ュニアユースやジュニアチームも高校生に交じって一緒に

トレーニングをするなど、この六日間はグランドの至る所

でサッカーボールを蹴る姿が絶えませんでした。    ＜朝からＴＲＭ三昧で心身がタフになる＞ 

また、子どもたちは、毎朝、会場準備に始まり、ひとり一日 2～3ゲームに出場し、その合間に

筋トレや走りに試合の動画分析、そして片付けと翌日の準備までサッカー漬けの日々が続きまし

た。対戦相手もＴリーグのサテライトチームばかりではなく、トップチームとも闘うことができ

貴重な経験となりました。私学はこの時期に武者修行として遠征やフェスティバルに参戦するた

め合宿を行いますが公立高校ではそれは難しいので環境の差を言い訳にしないようにグランドの

あるメリットを最大限利用してこの形式で“日本一小さい裏高校サッカー選手権大会”を行い揉ん

でもらっています。参加校のチームには感謝の言葉しかありません。 

「ゲームこそが最高のトレーニング」というように、連日連戦の厳しいゲームを通して子ども

たちの成長は目を見張るものがあります。もちろんこれだけのゲーム数を経験すれば絶対上手く

なります。しかし、時間の経過とともにフィジカルもメンタルもキツイはずですが、今年はそれ

を表情に出すものが少ないように感じます。そこが、チームの成長の一番の要因だと思います。 



“2021 片倉高校 football carnival”たくさんのゲストが参加！人の繋がりは“超”大切‼  

 『片倉 football carnival』は、サッカーを通して何十年もの間、大切に作り上げてきたネット

ワークをもとに大会を企画しています。昨年より片倉高校でも、この人と人とのの繋がりを活か

して、サッカーフェスティバルを行っています。今後も継続していきたいと思います。 

 今年のカーニバルのゲストには、片倉高校サッカー部 OBが近況報告に訪れ、現三年サッカー部

員は現役選手に混ざってゲームに参加し楽しそうにプレーをしていました。また、前任校のサッ

カー部員(22才)も四日目に来て、紅白戦に入って久しぶりにサッカーに興じていました。また、

テクニカルアドバイザーの小俣コーチの繋がりで、千葉県からクオーレ千葉、青森県からはディ

センボルバ八戸というジュニア＆ジュニアユースの子どもたちとの交流もあり、サッカー部で取

り入れている身体操作のトレーニングを部員たちが指導をしました。 

さて、今回のフェスティバルには「夢に向かい本気で生きている」高校生たちが、片倉高校グ

ランドにやってきました。ビーチサッカーで日本代表を目指すもの、選手権に出場するために鹿

児島実業へ留学し、来年度からは関東リーグの大学でプレーをして四年後にプロを目指すもの、

高校から親元離れて寮生活し滋賀県のクラブチームでプロを目指すもの。数日間ではありました

が、「本気で」追いかけるものが同世代のものと、同じピッチでプレーをして、オフ・ザ・ピッチ

で一緒に過ごした貴重な時間は、子どもたちに何らかの影響力があったように感じています。 

＜夢に向かって本気で生きる同世代との生活は刺激的‼ オマチャン（小俣コーチ）もそのひとり＞ 

＜After the Game＞ 

さて、片倉高校サッカー部は、明日から一週間の休みを挟み新年は１月６日(木)からスタート

となります。このオフ期間は、日頃、思う存分サッカーをやらせていただいている感謝の気持ち

を各御家庭に於いて子どもたちが行動で示す時であります。大晦日の大掃除やお正月の準備など

の力仕事はトレーニングの成果を発揮できる絶好の機会だと思いますのでコキ使ってやってくだ

さい。保護者の皆様、今年もサッカー部の活動にご理解・ご協力いただきありがとうございまし

た。来年も引き続き宜しくお願いいたします。それでは、良い年をお迎えください‼ 

令和四年は K’s Football 進化に虎イ‼ 


